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令
和
六
年
三
月
三
日
（
日
）
東
成
区
民
セ

ン
タ
ー
に
於
い
て
、
第
四
十
一
回
こ
ど
も
文

化
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
は
出
演
団
体
も
増
え
、
子
ど
も
た
ち

も
舞
台
上
で
キ
ラ
キ
ラ
輝
き
、
例
年
以
上
に
、

パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し
た
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
観

賞
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
ま
た
、
会
場

内
も
団
体
演
技
ご
と
に
大
歓
声
!!

　
演
目
終
了
後
、
審
査
員
の
協
議
の
結
果
、

最
優
秀
賞
は
、
物
語
と
ダ
ン
ス
の
構
成
が
素

晴
ら
し
か
っ
た
　
緑
連
合
子
ど
も
会
（
鶴
見

区
）
で
し
た
。
優
秀
賞
は
、
演
舞
と
横
断
幕

が
圧
巻
の
　
加
賀
屋
校
下
子
ど
も
会
（
住
之

江
区
）
と
、
息
の
ぴ
っ
た
り
あ
っ
た
抜
群
の

ダ
ン
ス
を
披
露
し
て
く
れ
た
　
田
川
連
合
子

ど
も
会
（
淀
川
区
）
の
二
団
体
で
し
た
。

　
ま
た
、
会
場
ロ
ビ
ー
で
披
露
さ
れ
た
各
区

子
ど
も
会
の
作
品
展
は
、
審
査
の
結
果
、
最

優
秀
賞
に
ジ
ュ
ニ
ア
・
シ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
の

ア
ナ
ウ
ン
ス
部
設
立
の
過
程
を
吹
き
出
し

等
で
、
わ
か
り
や
す
く
表
現
さ
れ
て
い
た
、

生
野
区
子
供
会
育
成
連
合
会
が
選
出
さ
れ
ま

し
た
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
子
ど
も
た
ち
は
も

ち
ろ
ん
、
そ
れ
を
支
え
る
、
す
べ
て
の
方
の

熱
い
気
持
ち
を
感
じ
る
こ
と
が
出
来
た
素
晴

ら
し
い
文
化
祭
で
し
た
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
!!

ま
す
ま
す
、
ス
ケ
ー
ル
ア
ッ
プ

ま
す
ま
す
、
ス
ケ
ー
ル
ア
ッ
プ
!!!!

第
四
十
一
回
こ
ど
も
文
化
祭

第
四
十
一
回
こ
ど
も
文
化
祭

最優秀賞　緑連合子ども会（鶴見区）

オープニング演奏（第 18分隊）
野里子ども会（西淀川区）
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優秀賞　田川連合子ども会（淀川区）優秀賞　加賀屋校下子ども会（住之江区）

平野区
童夢大念仏

福島区
吉野・新家子ども会

西成区
玉出子ども会

東住吉区
東田辺連合こども会

西淀川区
大和田連合子ども会

中央区
南大江子ども会

作品展　最優秀賞
生野区子供会育成連合会

エンディング演技（第 17分隊）
みどりマーチングバンド（鶴見区）

大正区・中泉尾子ども会
なかいずお Jガールズ
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令
和
六
年
二
月
四
日
（
日
）
な
に
わ
の
み

や
ホ
ー
ル
に
於
い
て
、
大
阪
市
子
連
中
央
研

修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
テ
ー
マ
は
『
子
ど
も
会
活
動
で
の
安
全
』

に
つ
い
て
の
講
演
会
で
す
。

　
講
師
は
継
続
性
の
観
点
か
ら
昨
年
に
引
き

続
き
、
大
阪
大
学
大
学
院
　
人
間
科
学
研
究

科
安
全
行
動
学
研
究
分
野
　
特
任
研
究
員
　

岡
　
真
由
美
　
先
生
に
お
願
い
し
ま
し
た
。

　
内
容
と
し
ま
し
て
は
、
昨
年
度
よ
り
具
体

的
に
「
子
ど
も
達
に
と
っ
て
、
大
人
に
と
っ

て
危
険
な
こ
と
と
は
何
か
？
」
を
教
え
て
頂

き
ま
し
た
。

　
特
に
、「
大
人
は
水
平
方
向
の
視
野
が

百
五
十
度
、
子
ど
も
は
九
十
度
し
か
見
え
て

な
い
」
た
め
、「
ど
う
し
て
も
守
っ
て
ほ
し

い
こ
と
を
、
一
つ
伝
え
る
方
が
子
ど
も
達
に

は
理
解
で
き
る
。」「
多
く
の
こ
と
を
言
う
と
、

全
て
が
出
来
な
く
な
る
事
が
あ
る
。」「
具
体

的
な
指
示
を
し
な
い
と
子
ど
も
達
に
は
見
え

て
な
い
か
ら
分
か
ら
な
い
」
な
ど
、
な
る
ほ

ど
！
と
思
う
こ
と
ば
か
り
で
、
と
て
も
勉
強

に
な
り
ま
し
た
。

　
岡
　
先
生
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
研
修
会
に
先
立
ち
、
令
和
五
年
度
の
大
阪

市
子
連
の
表
彰
式
典
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
の
は
、
各
区
子
連
よ

り
推
薦
さ
れ
た
、
個
人
の
部
の
十
名
の
方
々

と
団
体
の
部
の
一
団
体
で
す
。

　
長
き
に
渡
り
単
位
・
区
子
連
子
ど
も
会
に

ご
尽
力
さ
れ
た
事
に
改
め
て
敬
意
を
表
し
ま

す
。
今
後
と
も
子
ど
も
た
ち
の
未
来
に
向
け

て
、
更
な
る
ご
活
躍
に
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　
皆
様
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

令
和
五
年
度

令
和
五
年
度

　

中
央
研
修
会
＆
大
阪
市
子
連
表
彰
式

　

中
央
研
修
会
＆
大
阪
市
子
連
表
彰
式

個人の部表彰

　　　表彰者　　　　　　　配偶者

　谷澤　紳二　さん　　節子　さん（都島区）

　浮嶋　まゆみさん　　保政　さん（福島区）

　千谷　明広　さん　　由貴　さん（中央区）

　田村　明光　さん　　真理子さん（西淀川区）

　菊嵜　亮字　さん　　一美　さん（淀川区）

　楠瀬　有利子さん　　陽一　さん（東淀川区）

　加納　雅之　さん　　陽代　さん（東成区）

　寺西　崇　　さん　　愛　　さん（鶴見区）

　小川　理恵　さん　　浩司　さん（住之江区）

　住釜　芳浩　さん　　　　　　　（西成区）

団体の部表彰

　大桐連合子ども会（東淀川区）
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祝　いくせい100 号記念　歴史の振り返り！
創　刊　号

昭和50年代　名称変更

第1号の発行は何と昭和39年５月

当時の名称は「大阪市子供会連合協議会」

広報誌の名称も「市子連だより」でした。

サイズも当時のスタンダードのB5版です。

大阪市子ども会育成連合協議会は

令和７年、結成70周年を迎えます。

歴史の長さが偲ばれます。

昭和50年代あたりで

名称が「市子連速報」に

変更されたようです。

記事内容も子ども達に向けた

あたたかい思いが感じられます。
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祝　いくせい100 号記念　歴史の振り返り！
平成元年　「いくせい」に名称変更

平成２６年度より紙面がカラー化され、現在に至ります。これからも宜しくお願いします。

３６号（平成４年）
「学校週５日制」導入提言

３５号（平成３年）
安全会準備会発足周知

４４号（平成７年）
大阪市子連４０周年記念式典

３１号（平成元年）
名称「いくせい」「大阪市子供
会育成連合協議会」スタート

６３号（平成１７年）
大阪市子連５０周年記念式典
平成１５年度よりＡ４サイズへ



祝　いくせい100 号記念　各区からのメッセージ！
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●　北　区　中村　正一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏名敬称略

子ども会活動にご協力いただきありがとうございます。

子ども会は、スポーツ活動・文化活動に北区子ども会と地域と一緒に盛り上げていきたいです。

●　都島区　前川　繁次

都島区では９連合のうち３連合が参加できていない状況なので、１連合でも参加してもらえる様に努力していき

ます。

●　福島区　金尾　浩樹

子どもたちの未来を担う大切な役割をはたしていることに感謝します。

子どもたちの成長をサポートする活動に心よりエールを送ります。

●　此花区　新名　　進

1号からこつこつ積み重ねて100号おめでとうございます。市子連活動の報告や各区子ども会の活動状況等を掲

載して頂きありがとうございます。当区子ども会においても参考にして、子ども達と一緒に楽しみながら健全育

成に心掛けたいと思います。これからも宜しくお願いします。

●　中央区　新木　裕一郎

中央区は区子連の広報誌を作成して、会員の活動状況を広報していこうと考えています。

子ども会会員の増強とジュニア・シニアリーダーの育成に取り組みたいと思っています。

●　西　区　菅野　幸一

いくせい100号、おめでとうございます。前期に広報調査部長をさせて頂きました。

コロナウイルスが猛威を振るい活動自粛が続く中でしたが、いくせい発行を止めない為、知恵を絞り皆さんの協

力を得て発行する事が出来ました。このように皆さんの協力があってこそ、いくせいは発行できると思います。

200号を目指して頑張りましょう。

●　港　区　伊瀬　義仁

コロナも明け、やっと通常の活動もでき始めました。

その中で色んな事が有りますが、まずこども達の為に何が正解なのかを考え進めて行きます。

●　大正区　倉　　高子

いくせい100号の発行、おめでとうございます。

毎号、市子連と各区の様々な活動を拝読し、多様な活動に感心しております。

今後も活発な活動がみられることを期待しております。

●　天王寺区　南　　志朗

昭和33年に結成しました天王寺区子ども会、今後も子ども達の健全育成、笑顔の為、頑張っていきたいと思い

ます。

●　浪速区　竹内　健祐

2025年度の浪速区制100周年に向け、新たなスポーツ事業や自然体験事業などを企画し、こどもたちに様々な

挑戦や体験の場を提供します！

●　西淀川区　木村　　勉

いくせい創刊100号おめでとう

歴代広報調査部の皆様が長年培われた成果が今日まで引き継がれて100号を迎えましたことに感謝申し上げま

す。今後も宜しくお願い致します。

●　淀川区　住友　俊明

「いくせい」100号発行おめでとうございます。淀川区区子連も４代目の会長を選出しました。

お互い新しい一歩を踏み出しましょう。

●　東淀川区　西　　昭一

東淀川区は、各連合子ども会に参加する子どもが減少しています。子どもが参加出来る催しを、これからも考えて、

みんなで頑張ります。



祝　いくせい100 号記念　各区からのメッセージ！
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●　東成区　中濱　登志　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏名敬称略

いくせい１００号おめでとうございます。

子ども達の素晴らしい笑顔、パワーをこれからも応援していけますように！

●　生野区　原　　憲司

「いくせい１００号」おめでとうございます。

各号発行前の取材や写真撮影、記事の構成など、携われた方々に感謝と敬意を表します。

●　旭　区　鎌田　美喜子

目指せ、文武両道　楽しい子ども会

たすけ合う、ひき受ける、声をかける、分け合う、思いやりの心を持ち、みんなで笑顔の花をさかそう。

●　城東区　岡田　憲吾

１００号発行おめでとうございます

市の子ども会活動や他区の取り組み活動が見やすく参考にもなり、今後も発行をお願いします。

●　鶴見区　寺西　　崇

鶴見区制50周年に併せて、子ども会も50周年を迎えます。

秋には50周年記念イベントとして大運動会を開催の予定にしています。

●　阿倍野区　梶本　行俊

100号発行おめでとうございます。

ボランティア活動全体が大変な時期ですが、200号にむけてがんばりましょう。

●　住之江区　森下　秀海

大阪市子ども会、いくせい100号発行おめでとうございます。

１号から先輩方の並々ならぬ努力と熱意により、100号までたどり着きました。

この10年間で紙面も白黒からカラーになり、移り変わりを見ることが出来ました。

これからも子ども会ＰＲ誌として各区の協力のもと継続していただきたいと思います。

●　住吉区　南　　恒夫

「いくせい100号」刊行おめでとうございます。

いくせい発足当時から時代は移り変わり、子ども会活動においても激変した現代において、変わらず

子ども会活動を見守り、このような記念誌を発行していただけることに感謝申し上げます。

●　東住吉区　二宮　秀謹

２年間、区の会長として市や区の活動に参加し、そこで得た経験を活かし、今後もこどもたちのために、精一杯

頑張ってゆきます。

●　平野区　𠮷田　英也
いくせい100号おめでとうございます。

平野区子連も50周年を迎えます。これからも子ども達の成長の一助になればと思います。

●　西成区　楮本　豊恵

「いくせい100号」記念号発行おめでとうございます。

200号、300号と続くことを期待しています。継続は力なり！

●　鼓笛隊　前窪　一幸

今年度は一隊でも、いや一人でも多くが参加して演奏ができるようにしていきたいです。

合同演奏を充実させます。
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指
定
都
市
子
ど
も
会
ユ
ー
ス
リ
ー
ダ
ー

研
修
会
参
加
報
告

西
淀
川
区
　
田
口
　
美
結

　
令
和
六
年
一
月
七
日
（
日
）
～
八
日
（
月
）
神
奈
川
県
川
崎
市

青
少
年
の
家
に
て
開
催
さ
れ
た
第
一
回
指
定
都
市
子
ど
も
会
ユ
ー

ス
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

　
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
で
は
な
い
ユ
ー
ス
リ
ー
ダ
ー
と
い
う
立
場

の
あ
り
方
、
子
ど
も
会
の
入
会
者
が
年
々
減
少
す
る
中
で
ユ
ー
ス

リ
ー
ダ
ー
を
存
続
さ
せ
る
方
法
な
ど
、
簡
単
に
は
答
え
の
出
な
い

問
題
を
全
国
の
仲
間
た
ち
と
考
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
研
修
会
で
話
を
し
て
、
特
に
印
象
的
だ
っ
た
こ
と
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
で
抱
え
る
子
ど
も
会
の
現
状
で
し
た
。

　
そ
し
て
、
こ
の
研
修
会
で
私
が
宣
言
し
た
目
標
は
、
指
定
都
市

大
阪
大
会
が
開
催
さ
れ
る
ま
で
に
、「
十
人
以
上
の
新
し
い
ジ
ュ

ニ
ア
・
ユ
ー
ス
リ
ー
ダ
ー
加
入
を
目
指
す
！
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
そ
の
た
め
に
「
年
に
一
度
は
、
必
ず
研
修
生
と
顔
を
合
わ
せ
、

憧
れ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
リ
ー
ダ
ー
に
な
る
」
と
い
う
こ
と
も
併

せ
て
宣
言
し
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
貴
重
な
研
修
会
に
参
加
さ
せ
て
頂
い
た
経
験
を
、

地
域
の
活
動
に
活
か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

市
子
連
リ
ー
ダ
ー
宿
泊
研
修
会
報
告

市
子
連
ユ
ー
ス
リ
ー
ダ
ー
　
後
藤
　
智
丞

　
令
和
六
年
三
月
十
六
日
（
土
）
～
十
七
日
（
日
）
和
歌
山
県
の

紀
北
青
少
年
の
家
に
於
い
て
、
一
泊
二
日
の
市
子
連
リ
ー
ダ
ー
研

修
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
中
学
二
年
生
と
高
校
二
年
生
の
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
顔
ぶ

れ
を
迎
え
、
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

　
研
修
内
容
と
し
て
は
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
講
習
や
直
近
に
開

催
さ
れ
る
大
阪
市
こ
ど
も
カ
ー
ニ
バ
ル
の
話
合
い
の
他
、
ジ
ュ
ニ

ア
リ
ー
ダ
ー
・
ユ
ー
ス
リ
ー
ダ
ー
・
子
ど
も
会
と
は
何
か
の
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
や
目
標
達
成
シ
ー
ト
の
指
導
な
ど
、
と
て
も
内
容

の
濃
い
二
日
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
自
分
を
含
め
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
今
回
の
研
修
会
で
学
習
し
た
要

点
を
理
解
し
目
標
を
考
え
、
今
後
の
リ
ー
ダ
ー
活
動
や
日
常
生
活

に
役
立
て
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

紀
北
青
少
年
の
家
　
参
加
者
十
三
人

　
令
和
六
年
一
月
十
九
日
（
金
）

　
　
　
　
　
　
　
　
Ｋ
Ｋ
Ｒ
ホ
テ
ル
大
阪

　
市
子
連
関
係
者
ほ
か
各
団
体
代
表
者
様
な

ど
、
参
加
者
約
百
四
十
人
を
超
え
、
有
意
義

な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

編 集 後 記

　今回の「いくせい100号」をも

ちまして、２年間の広報調査部担当

を何とか終えることが出来ました。

　至らぬことが多々ありましたが、

各区広報調査部長のご協力のお陰

であります。

　ありがとうございました。

市子連　広報調査部

大阪市子連
ホームページ
QRコード

令
和
六
年
　
新
年
互
例
会


